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令和５年１月　　日

協議会名： 栃木県地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域公共交通計画策定事業

③計画等の策定等に向けた方針

A

・事業計画に位置付けたとおり、各種調査を実施
した。
・各種調査の結果からの課題整理について、令
和４年度内に適切に実施される見込みである。

【補助対象事業名】
地域公共交通調査事業（計画策定事業）

【事業内容】
栃木県地域公共交通計画策定に向けた基礎調査実
施

【計画策定に向けた方針】
令和４年度に実施した各種調査結果に基づき、令和５
年度に目標や具体的な施策の検討を行い、同年度中
に計画を策定する。

令和４年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性①事業の結果概要

①地域の現状・問題点の分析
・国勢調査等により、都市圏毎の人口動向等（人口分布、年齢別人口、将来人
口等）を把握・分析
・都市圏における大規模施設等の位置や規模を把握するとともに、人口集積地
や都市計画で位置づける拠点との関係性を考察

②データ等による検証分析
・交通事業者や市町村提供資料等により県内の交通ネットワークの運行状況、
運行位置や輸送量（利用者数）について把握・分析
・パーソントリップ調査結果やビッグデータを活用し、性別・年齢等の利用者の
属性や利用目的、必要なサービス等について把握・分析するとともに、webアン
ケートにより公共交通の満足度、不満点や改善要望、属性などを調査

③上位計画・関連計画との連携整理
・都市計画マスタープラン等の計画におけるまちづくりの方向性について把握
し、交通ネットワークの拠点とすべき主要施設や主要観光地、将来の開発予定
地等を整理

④計画策定に向けての整理
・検討結果を踏まえた基本方針及びの設定
・人口密度（人口集積地）や大規模施設等の主要拠点におけるネットワーク構
築のあり方を検討するため公共交通の主要幹線等で結ぶべき拠点の評価を行
い抽出
・公共交通の運行及びネットワークの形成状況、並びに移動実態調査を基に、
主要拠点との最適な連結方法（交通手段）を検討し、交通軸（主要軸と補助軸）
を抽出
・地域別の移動実態、人の流れの変化などの地域特性を考慮して、公共交通
を手厚くすべきエリアを抽出しその必要性を整理
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